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E n v i r o n m e n t a l  M e d i c i n e ,  5 3 ,  1 0 7 8 - 1 0 8 6 .   

先 進 国 の 労 働 者 の 8 - 3 8 % が 労 働 に よ る 疲 労 を 訴 え て

お り ， 仕 事 の ス ト レ ス が 高 い 者 ， 交 代 勤 務 な ど の 不 規

則 労 働 者 ， 長 時 間 労 働 者 な ど で 高 率 に 発 生 し ， 生 産 性

の 低 下 ，職 務 上 の 怪 我 ，欠 勤 ，感 染 症 な ど と 関 連 す る 。

ま た ， 疲 労 に 関 す る 免 疫 学 的 研 究 は ， 慢 性 疲 労 症 候 群

( C h r o n i c  F a t i g u e  S y n d r o m e ) を 訴 え る 患 者 を 中 心 に な

さ れ て お り ， T 細 胞 幼 若 化 反 応 の 低 下 ，サ イ ト カ イ ン 産

生 の ア ン バ ラ ン ス ， 自 己 抗 体 の 顕 在 な ど の 免 疫 異 常 が

報 告 さ れ て い る 。 一 方 ， 労 働 に 伴 う 精 神 的 疲 労 は ， 労

働 集 団 に お い て 最 も 頻 繁 に 報 告 さ れ る 愁 訴 で あ る に も

関 わ ら ず ， 生 理 心 理 学 的 研 究 は ほ と ん ど な さ れ て こ な

か っ た 。 本 研 究 で は ， 既 往 歴 の な い 日 勤 の ホ ワ イ ト カ

ラ ー 勤 労 者 1 4 8 名 を 対 象 に ， 精 神 的 疲 労 に 関 す る 質 問

紙 で あ る 気 分 プ ロ フ ィ ー ル 検 査 ( P r o f i l e  o f  M o o d  

S t a t e :  P O M S ) と マ ー ス ト リ ヒ ト 調 査 票 ( M a a s t r i c h t  

Q u e s t i o n n a i r e :  M Q ) を 用 い ， 精 神 的 疲 労 と ナ チ ュ ラ ル

キ ラ ー 細 胞 活 性 ( N K 細 胞 活 性 ) お よ び リ ン パ 球 サ ブ セ ッ

ト ( T ,  B お よ び N K 細 胞 ) 数 の 関 連 に つ い て ，調 査 と 同 時

に 血 液 検 査 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 疲 労 は 労 働 負 荷 と 仕

事 の 裁 量 権 の 低 さ と 関 連 し ， 年 齢 と 教 育 年 数 と 共 に 低

下 す る こ と が 判 明 し た 。 さ ら に ， 疲 労 得 点 の 増 加 に 伴

い N K 細 胞 数 が 低 下 し ( P O M S :  β = - . 4 0 7 ,  p < 0 . 0 0 1 ,  M Q :  



β = - . 2 9 0 ,  p < 0 . 0 0 1 ) ， N K 細 胞 活 性 も 低 下 傾 向 を 示 し た

( P O M S :  β = - . 2 1 5 ,  p = 0 . 0 2 8 ,  M Q :  β = - . 1 2 7 ,  p = 0 . 1 6 7 ) 。

N K 細 胞 以 外 の T お よ び B 細 胞 数 は 関 連 が 示 さ れ な か っ

た こ と か ら ，疲 労 の 標 的 細 胞 は N K 細 胞 で あ る こ と が 示

さ れ た 。 労 働 に 伴 う 慢 性 的 な 精 神 疲 労 が 免 疫 機 能 の 低

下 を 導 き ， 疾 患 の 発 症 に 関 連 す る 可 能 性 を 示 唆 す る 成

果 と な っ た 。  
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I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  P s y c h o p h y s i o l o g y ,  8 1 ,  

1 9 1 - 1 9 7 .  

心 理 的 苦 痛 や 抑 う つ が 免 疫 機 能 の 低 下 と 関 連 す る こ

と は ， 数 多 く の 横 断 研 究 や 患 者 対 照 研 究 で 明 ら か に さ

れ て い る が ， そ の 因 果 関 係 に つ い て は あ ま り 報 告 が み

ら れ な い 。 が ん 患 者 を 対 象 と し た 臨 床 研 究 で は ， 心 理

的 苦 痛 や 抑 う つ が 予 後 に 好 ま し く な い 影 響 を 与 え る こ

と ， ま た ， 心 理 的 介 入 が 予 後 に 良 い 結 果 を も た ら す こ

と が 報 告 さ れ て い る 。 そ の 過 程 で ， ウ イ ル ス 感 染 細 胞

や が ん 細 胞 を 攻 撃 す る N K 細 胞 が 重 要 な 役 割 を 担 っ て い

る こ と が 推 測 さ れ て い る 。 筆 者 ら は ， 生 理 心 理 学 の 観

点 か ら ， 健 常 者 に お け る 心 理 的 苦 痛 や 抑 う つ の 免 疫 学

的 機 序 を 調 べ る こ と は 意 味 が あ る と 考 え ， 健 康 な 勤 労

者 1 0 5 名 を 対 象 に ， 心 理 的 苦 痛 と 抑 う つ レ ベ ル か ら 1

年 後 の リ ン パ 球 分 画 ( T ,  N K ,  B 細 胞 ) 数 を 予 測 で き る か ，



ま た そ の 逆 も 可 能 か を 検 討 し た 。 心 理 的 苦 痛 の 測 定 に

は 一 般 健 康 調 査 質 問 紙 ( G e n e r a l  H e a l t h  Q u e s t i o n n a i r e  

2 8 項 目 版 ) ，抑 う つ に は 自 己 評 価 式 抑 う つ 尺 度  ( C e n t e r  

f o r  E p i d e m i o l o g i c  S t u d i e s  D e p r e s s i o n  S c a l e )  の 日

本 語 版 を 用 い た 。 そ の 結 果 ， ベ ー ス ラ イ ン の 免 疫 指 標

を 調 整 し た 後 も ， 心 理 的 苦 痛 ( β = - . 2 2 1 ,  p = 0 . 0 3 0 ) と 抑

う つ レ ベ ル ( β = - . 1 7 7 ,  p = 0 . 0 4 3 ) は 1 年 後 の N K 細 胞 数

の 低 下 を 予 測 し た が ，T お よ び B 細 胞 数 は 関 連 が 認 め ら

れ な か っ た 。 一 方 ， い ず れ の リ ン パ 球 分 画 数 と も 1 年

後 の 心 理 的 苦 痛 と 抑 う つ レ ベ ル を 予 測 す る 結 果 と は な

ら な か っ た 。 こ の こ と か ら ， 心 理 的 苦 痛 や 抑 う つ が 先

行 し ，そ の 結 果 N K 細 胞 数 が 低 下 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ ，

健 常 者 で も N K 細 胞 免 疫 を 維 持 す る た め に は 心 理 的 苦 痛

と 抑 う つ を 低 減 す る 対 策 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

N a k a t a ,  A . ,  T a k a h a s h i ,  M . ,  &  I r i e ,  M .  ( 2 0 1 1 ) .  

E f f o r t - r e w a r d  i m b a l a n c e ,  o v e r c o m m i t m e n t ,  a n d  

c e l l u l a r  i m m u n e  m e a s u r e s  a m o n g  w h i t e - c o l l a r  

e m p l o y e e s .  B i o l o g i c a l  P s y c h o l o g y ,  8 8 ,  2 7 0 - 2 7 9 .  

努 力 と 精 神 的 ・ 物 理 的 報 酬 の 不 均 衡 が 起 こ る と 強 い

ス ト レ ス を 感 じ ， こ の 状 態 が 長 期 化 す る と 様 々 な 精 神

身 体 的 不 調 を き た す こ と が 報 告 さ れ て い る 。 近 年 ， ド

イ ツ の 社 会 学 者 の S i e g r i s t ( 1 9 9 1 ) に よ り 開 発 さ れ た 努

力 ・ 報 酬 不 均 衡 モ デ ル は ， 現 代 の 仕 事 の ス ト レ ス を 反

映 す る 最 先 端 の モ デ ル と し て ，産 業 ･ 組 織 心 理 学 領 域 に

お い て 趨 勢 を 極 め た 。 こ れ ま で の 心 理 学 や 疫 学 研 究 に

お い て は ， 努 力 ・ 報 酬 の 不 均 衡 が 起 こ る と 何 ら か の 心



理 的 ・ 身 体 的 不 調 が 起 こ る こ と が 指 摘 さ れ る に と ど ま

っ た が ， こ の モ デ ル で は 男 女 間 の ス ト レ ス 反 応 に 差 異

が 認 め ら れ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 一 方 ， 性 差 を 明

ら か に す る こ と を 目 的 と し た 研 究 は 報 告 が な さ れ て お

ら ず ， 特 に 内 分 泌 免 疫 系 と の 関 連 は 皆 無 で あ る 。 我 々

は 努 力 ・ 報 酬 不 均 衡 モ デ ル と 細 胞 性 免 疫 の 関 連 を 明 ら

か に す る た め に ， 日 勤 の ホ ワ イ ト カ ラ ー 勤 労 者 を 対 象

に 調 査 を 行 っ た 。そ の 結 果 ，男 性 で は 努 力 得 点 が 高 く ，

報 酬 得 点 が 低 い 者 で N K 細 胞 数 ，N K 細 胞 活 性 の 低 下 と 関

連 し ， 特 に 金 銭 的 ・ 心 理 的 尊 重 が 低 い こ と が N K 細 胞 免

疫 の 低 下 を 導 く 可 能 性 が 明 ら か と な っ た 。 女 性 で は こ

の よ う な 明 確 な 関 連 は 認 め ら れ ず ， 男 性 に お い て の み

こ の モ デ ル の 予 測 性 が 確 認 さ れ た 。 努 力 し て も 報 わ れ

な い と い う 心 理 的 ス ト レ ス の 継 続 は ， 免 疫 系 を 介 し て

心 身 に 影 響 す る 可 能 性 が 見 出 さ れ た 。  

 

N a k a t a ,  A .  ( 2 0 1 1 ) .  W o r k  h o u r s ,  s l e e p  s u f f i c i e n c y ,  

a n d  p r e v a l e n c e  o f  d e p r e s s i o n  a m o n g  f u l l - t i m e  

e m p l o y e e s :  A  c o m m u n i t y - b a s e d  c r o s s - s e c t i o n a l  

s t u d y .  I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  

P s y c h i a t r y  7 2  ( 5 ) ,  6 0 5 - 6 1 3 .  

日 本 に お け る う つ 病 患 者 は 今 や 1 0 0 万 人 を 超 え て お

り ( 2 0 0 8 年 ) ， そ の 対 策 が 急 務 と な っ て い る 。 労 働 現 場

で は 長 時 間 労 働 が 抑 う つ と 関 連 を 示 す こ と が 報 告 さ れ

て い る が ， そ れ ら の 研 究 を 詳 細 に 調 べ る と ， 約 半 数 の

論 文 （ 1 7 本 中 9 本 ） し か 有 意 な 関 連 が 見 出 さ れ て い な

い 。 筆 者 は ， 労 働 時 間 と 抑 う つ の 関 連 を 調 べ る 上 で 重



要 な 因 子 で あ る 睡 眠 を 考 慮 に 入 れ て い な い こ と に 起 因

す る と い う 推 測 に 基 づ き ，中 小 企 業 従 業 員 2 , 6 4 3 名 2 9 6

社 を 対 象 に 労 働 時 間 と 睡 眠 お よ び そ の 相 互 作 用 が 抑 う

つ に 与 え る 影 響 を 検 討 し た 。 抑 う つ は “ う つ 病 自 己 評

価 尺 度 ( C e n t e r  f o r  E p i d e m i o l o g i c  S t u d i e s  D e p r e s s i o n  

S c a l e :  C E S - D ) ” 1 6 点 以 上 （ 軽 度 ） と 2 5 点 以 上 （ 重 度 ）

の ２ 基 準 で 評 価 し た 。 解 析 の 結 果 ， 1 日 労 働 時 間 が 1 0

時 間 よ り 多 い 者 は 6 - 8 時 間 労 働 者 に 比 べ 軽 度 の 抑 う つ

が 3 7 % ，重 度 の 抑 う つ が 7 3 % 増 加 す る こ と が 認 め ら れ た 。

一 方 ， 睡 眠 時 間 が 6 時 間 未 満 の 者 で は 6 - 8 時 間 の 者 に

比 べ 軽 度 の 抑 う つ が 4 3 % ，重 度 の 抑 う つ が 6 2 % 増 加 す る

こ と ， 同 様 に ， 睡 眠 不 足 感 を 有 す る 者 は 軽 度 の 抑 う つ

が 9 7 % ， 重 度 の 抑 う つ が 9 5 % 増 加 す る こ と が 示 さ れ た 。

と こ ろ が ， 労 働 時 間 と 睡 眠 の 相 互 作 用 を 検 討 し た と こ

ろ ， 抑 う つ は 労 働 時 間 の 長 短 に 関 わ ら ず ， 睡 眠 時 間 が

短 い ( 6 時 間 以 下 ) あ る い は 睡 眠 不 足 感 が 強 い 場 合 に お

い て の み 上 昇 し ， 長 時 間 労 働 に 起 因 す る 睡 眠 の 質 と 量

の 低 下 の 結 果 誘 発 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。 労 働 者 の 抑

う つ を 低 減 す る た め に は ， 睡 眠 を 考 慮 し た 対 策 が 実 行

さ れ る 必 要 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

N a k a t a ,  A . ,  T a k a h a s h i ,  M . ,  I r i e ,  M . ,  &  S w a n s o n ,  N .  

G .  ( 2 0 1 0 ) .  J o b  s a t i s f a c t i o n  i s  a s s o c i a t e d  w i t h  

e l e v a t e d  n a t u r a l  k i l l e r  c e l l  i m m u n i t y  a m o n g  

h e a l t h y  w h i t e - c o l l a r  e m p l o y e e s .  B r a i n ,  

B e h a v i o r ,  a n d  I m m u n i t y ,  2 4 ,  1 2 6 8 – 1 2 7 5 .  

“ 職 務 満 足 感 ” は 産 業 ・ 組 織 心 理 学 研 究 に お い て 歴



史 が 古 く ， 最 も 研 究 が 発 展 し た 心 理 尺 度 の 一 つ で あ り ，

職 業 全 般 ( 給 与 ， 人 間 関 係 ， 仕 事 の 負 担 等 ) の 満 足 度 を

反 映 す る こ と か ら ， 組 織 心 理 学 上 有 用 な 指 標 と 考 え ら

れ て き た 。 そ の 後 ， 精 神 身 体 的 健 康 と 密 接 に 関 連 す る

こ と が 明 ら か に な り ， 職 業 性 ス ト レ ス 研 究 や 産 業 保

健 ・ 予 防 医 学 領 域 で 急 速 な 発 展 を 遂 げ た 。O c c u p a t i o n a l  

a n d  E n v i r o n m e n t a l  M e d i c i n e 誌 に 報 告 さ れ た ， 職 務 満

足 感 と 健 康 に 関 す る 4 8 5 の 研 究 を ま と め た メ タ 分 析  

( 2 0 0 5 ,  6 2 ,  1 0 5 - 1 1 2 ) に よ れ ば ， 職 務 満 足 感 は 抑 う つ ，

燃 え 尽 き ， 不 安 な ど の 精 神 障 害 ， あ る い は 心 血 管 系 疾

患 な ど の 身 体 障 害 と 強 い 関 連 を 示 す こ と が 確 認 さ れ た 。

し か し ， 職 務 満 足 感 と 健 康 を 結 ぶ 神 経 内 分 泌 免 疫 学 的

エ ビ デ ン ス は 極 め て 限 定 的 で あ り ， 両 者 の 関 係 を 説 明

す る 機 序 は 十 分 示 さ れ て い な い 。 本 研 究 で は ， 日 勤 の

ホ ワ イ ト カ ラ ー 勤 労 者 を 対 象 に ，4 項 目 か ら な る 職 務 満

足 感 尺 度 ( 米 国 国 立 労 働 安 全 衛 生 研 究 所 開 発 ) と ， ナ チ

ュ ラ ル キ ラ ー 細 胞 活 性 ( N K 細 胞 活 性 ) お よ び リ ン パ 球 サ

ブ セ ッ ト ( T ,  B お よ び N K 細 胞 ) 数 と の 関 連 を 検 討 し た 。

男 女 の 基 本 属 性 や 免 疫 指 標 に 統 計 的 有 意 差 が 認 め ら れ

た こ と か ら ， 性 別 の 階 層 的 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 そ の

結 果 ， 男 女 と も 職 務 満 足 感 が N K 細 胞 活 性 と 中 等 度 以 上

の 正 の 相 関 を 示 し ，女 性 で は N K 細 胞 数 も 強 い 正 の 相 関

を 示 し た 。 一 方 ， 職 務 満 足 感 と T 細 胞 数 や B 細 胞 数 と

の 関 連 は 認 め ら れ な か っ た 。 以 上 か ら ， 職 務 満 足 感 と

N K 細 胞 は 関 連 が あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ ， 職 務 満 足 感 の

健 康 影 響 に 関 す る 精 神 神 経 免 疫 学 的 メ カ ニ ズ ム が 一 部

解 明 さ れ た 。 な お ， そ の 後 の 研 究 か ら ， 職 務 満 足 感 が



低 い 者 は 過 去 1 年 間 の 欠 勤 お よ び 風 邪 の 罹 患 回 数 が 増

加 す る こ と が 見 出 さ れ ， 職 務 満 足 感 の 低 下 に よ る 免 疫

力 の 低 下 と 関 連 す る 可 能 性 が 示 さ れ た 。  


